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ファームウェアの開発を担い、技術者で
ある社長が経営に専念できる状況を確立 徳島県徳島市
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検査装置の製造・販売
ロボットおよびロボット関連商品の販売　

前の職場は約 3,000 人規模の大きな企業でしたが、
目的のわかりにくい会議や面倒な手続きなど内向き
の仕事が多く、日中はずっと打ち合わせに時間を取
られ、自分の本来の仕事に取りかかれるのは残業時
間になってから、ということも珍しくありませんで
した。また、ある程度の年齢からはマネジメントを
任されるなど、技術者であり続けたいと思う私には
不向きだと感じていました。今は会議や残業はほと
んどなく、やりたいと思える仕事に集中して取り組
めるようになりました。

大学では音響設計を学び、前職で音響システム開発
を担当したほか、カーナビなどの車載器のソフト
ウェア開発にも従事していました。音響とロボット
では分野が異なるものの、培ってきたソフトウェア
開発の能力はこの仕事でも活かされています。

求人自体はハローワークを通じてずっと出してい
たのですが、募集の文章からだけでは伝わらない
魅力がある仕事であることに加えて、ロボット開
発という分野が世間では難しく受け止められてい
るのか、なかなか思ったような人材には出会えま
せんでした。市原氏とは Web 上での面接でしたが、
一度実際に会社を見学してもらい、市原氏と当社
社員のお互いが「一緒に働きたい」と納得してか
ら採用を決定しました。面接時に感じたのは「物
静かだけど色々なものに興味がある」という人物
像で、飾らない雰囲気ですが気遣いはとても細や
かで、スキルの高さだけではない価値のある人材
だと思います。

大学の音響設計学科を卒業後、カーナビなど
車載器を開発する会社でソフトウェアを担当

主な経歴：

総務・人事担当

役職名： 研究開発部

市原 宏一 氏

年　齢： 40 歳
家族構成：単身
出身地： 還流ルート：徳島県 U ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

現代的なロボット技術の中でも、人間と共に作業を行い、低コストと安全面を両立させる協働ロボットは、これ
からあらゆる分野で導入が進んでいく技術です。低コスト実現のためには、複数のロボットで駆動用アクチュエー
タなど共通した部品を利用することが重要となり、クリアしなければならない様々な課題があります。その中で
最も重要とされる技術は、ロボットを実時間で動作させる内蔵プログラムであるファームウェアです。その中心
的な技術を社内に持つことで、商品化までの壁をクリアできると考えています。社長自身が博士号を持つ技術者
でもあり、会社の規模拡大とともに経営と開発を同時に進めることが次第に難しくなってきており、開発をサポー
トできる専門性の高い人材の確保が大きな課題でした。

経営者が技術者を兼ねる現状における開発面のサポート

プロ人材として求められるのは、指示を受けて作業を行うのではなく、目標を理解して周囲と相談しながら
行動と開発の方向を自分で決める、主体性だと考えています。市原氏は前職でソフトウェア開発を経験して
おり、当社でもその高い技術力を発揮してファームウェアの開発が求められました。足りない技術などを勉
強し、課題解決に向かうために他の社員とコミュニケーションを取ることや、製品の開発予算、商品として
の役割などの全体理解を必要とするミッションです。同時に、技術面以外でも商品化に到達するまでの様々
な課題を見つけ出すことができる広い視野も必要で、専門的な技術を伸ばしながら商品化という形で結果を
出してくれることを期待しています。

事業全体の理解と技術開発

市原氏は開発者として主にアクチュエータに内蔵されるモーターのファームウェア開発に携わっており、技術
面で会社の大きな力となりつつも、その一方で事業全体を見通して予測される課題を幅広く指摘してくれます。
周囲と相談しながらその解決のために取り組めています。前後に関連して発生する周囲の問題にも気を配り、
ロボット開発という特殊な分野で必要とされる知識の習得も自ら進んで行うなど、期待されている以上の業務
をこなしてくれています。その結果としてこれまで開発に時間を取られていた社長も経営に注力することがで
きるようになったことも含め、効率よく協働ロボット事業が進むようになりました。

社長が経営に注力でき、協働ロボット事業が効率よく進行

細川 弘恵 氏
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